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第１章 中国の食糧生産貿易と安全保障 

                   浙江大学経済学院 顧国達，方晨 

                           河原昌一郎 訳

 世界が中国の食糧安全問題に関心を持つようになったのは，1995 年に出版されたレスタ

ー・ブラウン博士による「誰が中国を養うのか」という本においてである。この本が示し

た中国の食糧問題の悲観的結論は，中国政府および学界，さらには謹厳な西側の学者を含

めて広範な批判を受け，その分析および推断の過程においても欠陥や誤謬が見られるもの

であった。ただし，ブラウン博士が，人口の増加，耕地の減少，農業生産環境の悪化，水

資源の不足，増産潜在力の低下等，将来の中国の食糧問題を左右する事項を的確に指摘し

たことは否定されない。換言すれば，中国の食糧安全問題は誇張されているかもしれない

が，決して存在しないというのではない。この問題に対して，中国政府はずっと重視して

きている。ただ長期にわたって中国は食糧の自給を過度に強調してきており，食糧安全問

題は政治的色彩を強く帯びている。世界経済の一体化を背景にして，食糧安全問題は国内

の需給状況の制限を受けるのみならず，世界の食料需給の状況とも緊密に関係している。

国際貿易を利用して国内農産物の不足を補うことは経済発展の必然的趨勢であり，かつて

の食糧安全戦略はすでに新しい国際環境に適応せず，適宜調整を行うことが必要になって

いる。いかにして将来の持続可能な食糧安全を実現するかは，中国政府が直面する長期的

課題なのである。

１．世界と中国の食糧生産貿易

（１）世界の食糧の生産と貿易

 食糧の概念には狭義のものと広義のものとがある。狭義の食糧は，コメ，トウモロコシ，

大麦，小麦，コウリャン等の穀物を指す。広義の食糧は農業で生産される全ての食糧作物

の総和であり，穀物のほか，豆類，イモ類が含まれ，ときにはナタネも含まれる。中国国

家食糧安全中長期計画（2008－2020 年）の定義にしたがい，本報告で用いる食糧の概念は，

主に穀物（小麦，米，トウモロコシ等），豆類（主に大豆）およびイモ類とする。FAO の統

計データによって，1961 年以来の世界の食糧生産量と貿易量，それに食糧の主要品目のそ

れぞれの具体的な生産量を得ることができる。
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１）世界の食糧生産の発展と現状 

 全体として見れば，世界の食糧生産は着実に増加している。図１に示すように，1961 年

から 2007 年までの 46 年間で世界の食糧生産量は 11.7 億トンから 28.8 億トンとなり，2 倍

以上になった。1961 年から 1990 年までに食糧生産量は 98.1%増加し，食糧生産量の増加ス

ピードは速かった。1990 年以後，世界の食糧生産量の伸びは緩やかとなり，1990 年から 2007

年の間に世界の食糧生産量は 23.8％増加しただけである。 

 

 食糧生産量は全体として増加の趨勢にあるものの，年ごとの食糧生産量の変動はかなり

大きく，時にはかなりの程度で減産となることもある。その中で，72，74，83，91，02 等

の年は前年比 5,000 万トン以上の減産になり，87，88 年は 2 年連続で 5,000 万トン以上の減

産となった。

 食糧の各品目の中では，豆類の生産の伸び幅が最大であり，1961 年に比較して 7.2 倍の

増加となった。トウモロコシ，小麦およびコメの三大作物を主とする穀物の生産発展も同

様に速やかであり，1961 年の 8.77 億トンが 2007 年には 23.51 億トンとなり，2.6 倍以上増

加した。その中で，トウモロコシ生産量の増加幅が最大であり，1961 年の 2.05 億トンが 2007

年には 7.92 億トンにまで増加した。イモ類の 2007 年の生産量は 1961 年との比較では 1.14

倍の増加となっている。

 総生産量の増加とともに，世界の食糧生産の分布の不均衡が激しくなっている。食糧生

産は主にごく少数の国家に集中している。世界主要食糧生産国の 2007 年の食糧生産量統計

（図 2）が示すとおり，中国は目下のところ食糧生産量が世界で最も多い国家であり，2007

年の中国の食糧生産量は世界総生産量の 18.3％を占める。その次がアメリカで世界生産量

の 17.6％を占め，インドは 10.2％を占める。上記三国のみが世界食糧生産量の 10％を超え

るシェアを有しており，これら三国の合計生産量のシェアは世界食糧生産量の 46.1％とな

                                  
図 1   1961—2007 年世界食糧生産量の推移 
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り，世界食糧生産量の半分近くを占めている。

 世界の食糧生産量の構造には大きな変化があった。世界の食糧生産は長期にわたりもと

もと穀物を主としているが，近年，穀物の生産量が世界食糧生産量に占める比率はさらに

高くなり，2007 年のデータでは 81.6％となった。これと同時に，穀物内部の生産量構造に

も明白な変化が生じている。主にトウモロコシを中心とする飼料穀物が急速に発展し，2007

年の世界のトウモロコシ生産量は 7.92 億トンに達して，小麦生産量の 6.05 億トンおよびコ

メ生産量の 6.60 億トンよりも多くなっている。豆類の生産は総量では多くないものの増加

は著しく，1961 年には食糧生産量のわずか 0.2％を占めるにすぎなかったが 2007 年にはこ

の比率は 0.77％にまで上昇した。イモ類の生産は基本的に安定した増加を保っている。 

 
 

２）世界の食糧貿易の発展と現状 

 1970 年代から，食糧貿易を主とする世界の農産物貿易が世界の商品貿易に占める比率は

徐々に低下してきているが，世界の食糧貿易量は年をおって増加している。図 3 に示すと

おり，1961 年の世界の食糧輸出および輸入はそれぞれわずか 8,640 万トンおよび 8,651 万ト

ンであったが，2006 年には輸出量が 3.78 億トン，輸入量は 3.73 億トンにまで増加し，1961

年の 4.3 倍となっており，世界の食糧貿易の増加スピードは世界の食糧生産の増加スピード

を上回っている。

 世界の食糧貿易量で最大のものは穀物であり，かつては食糧貿易総量の 90％以上を占め

たことがある。その他の食糧品目の貿易量の増加にしたがってこの比率は少し下がったが，

それでも 2006 年には 80％前後を占めている。穀物の中で貿易量の最大のものは小麦であり，

その次にトウモロコシ，コメである。輸出量が生産量に占める比率で計算すれば，豆類の

                                  
図 2 世界主要食糧生産国 2007 年食糧生産量 
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商品化の程度が最も高く，その次は穀物であり，イモ類の商品化の程度は最も低い。2006

年の世界の豆類輸出量は 6,788 万トンで，同年の豆類生産量の 31.1％を占める。穀物の輸出

量は 3.0 億トンで，同年の穀物生産量の 13.43％を占めている。イモ類の輸出量は 974.9 万

トンで，同年のイモ類生産量の 3.3％を占めるにすぎない。 

資料:ＦＡＯデータ庫http://faostat.fao.org．

図3  1961-2006世界食糧輸出入量
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 世界の食糧生産分布の不均衡に対応して，輸出の分布も不均衡である。世界の小麦の輸

出国は主にアメリカ，オーストラリア，カナダおよびフランスであり，これら 4 カ国の 2006

年の輸出小麦量は世界の輸出総量の約 58％を占めている。そのうち，アメリカの輸出量は

世界の 19％，オーストラリアは 12％，カナダは 15％，フランスは 13％を占める。2006 年

の中国の小麦輸出は 111 万トンで世界の小麦輸出の 0.88％を占め，輸入小麦は 157 万トンで

世界の小麦輸出量の 1.24％を占める。

 世界のコメ輸出国は主にタイ，ベトナム，アメリカおよび中国である。そのうち，2006

年のタイのコメ輸出は世界の総輸出量の 24.3％を占め，ベトナムは 15.2％，アメリカは

10.8％，中国は 4％を占めた。上記 4 カ国が 2006年の世界コメ輸出総量で占める比率は 54.4％

である。2006 年の中国のコメ輸入は 82.7 万トンで，世界のコメ輸出の 2.7％を占める。

 世界のトウモロコシ輸出大国は主にアメリカ，アルゼンチン，フランスおよび中国であ

る。2006 年のアメリカの輸出量は世界の 60.7％，アルゼンチンは 10.9％，フランスは 6.3％，

中国は 3.2％を占めた。上記 4 カ国のトウモロコシ輸出量は世界トウモロコシ輸出量の

81.1％を占めている。2006 年の中国のトウモロコシ輸入は 514.3 万トンで，世界のトウモロ
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コシ輸出の 5.4％を占める。

 世界の大豆の輸出国は主にアメリカ，ブラジル，アルゼンチンであり，これらの国家は

北アメリカまたは南アメリカに位置している。2006 年のアメリカの大豆輸出量は世界総量

の 41.4％を占め，ブラジルは 36.8％，アルゼンチンは 11.6％を占めた。上記 3 カ国の 2004

年の大豆輸出量は世界総量の 89.8％を占めている。2006 年の中国の大豆輸出は 37.9 万トン

で世界輸出量の 0.6％を占める。大豆輸入は 3,065.5 万トンで世界の大豆輸出総量の 45.2％

を占めており，世界の大豆市場での主要な輸入国となっている。

 以上のデータに見られるように，世界の食糧貿易の地域間の発展は極めて不均衡なもの

であり，食糧輸出は少数のいくつかの先進国に集中している。アメリカは世界の食糧貿易

において重要な地位を占めている。アメリカのトウモロコシ，小麦の輸出量はいずれも世

界一であり，コメの輸出量だけがタイとベトナムの後に次ぐものとなっている。世界の食

糧輸出が高度に集中しているのに対して，世界の食糧輸入は高度に分散しており，世界で

は全部で 100 以上の国家が食糧の輸入を必要としている。

 
３）世界の食糧価格の状況 

 FAO の統計データが示すとおり，原油価格の上昇がエネルギー価格の上昇をもたらした

影響を受けて，名目食糧価格指数は 2002 年から 2008 年までに 2 倍となり，実質食糧価格

指数（貿易中の工業製品価格指数で割り戻したもの）も 2002 年から上昇を始め，2006 年と

2007 年は急速に上昇した。2008 年中期には，実質食糧価格は 2002 年の水準に比較して 64％

高くなった。しかしながら，実質食糧価格指数はこれ以前の 40 年間は下降傾向にあったの

である（図 4）。 
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 2000 年から今まで，主な農産物価格の上昇スピードは平均収入の増加スピードを大きく

超えている。そのうち，小麦は 61％を超え，トウモロコシは 32％，コメで 29％である。価

格の急速な上昇は購買力を著しく縮小させる。1 人当たり GDP の増加が世界平均の水準よ

りも低い国家では，購買力の喪失はさらに厳しいものとなる。同様に，同じ一つの国家に

あっても，主に食糧を食べている低収入消費者が受ける影響は極めて大きくなる。

 FAO の分析によれば，原油価格の上昇は生産コストの増加をもたらし，主要な輸出国は

天気が原因で減産となったが，需要の増加には強力なものがあった。その中でも生物エネ

ルギー原料の需要増加は食糧価格を高騰させた主な要因となった。世界的に穀物在庫量が

空前の低さとなったことも市場価格を高止まりさせることとなった。世界の各国が国内食

糧価格を安定させるために実施した輸出制限緊急措置は，さらに世界市場の動揺を激化さ

せた。経済危機の到来は一定程度において各国の食糧需要を抑制し，食糧価格を下落させ

るものであったが，もともと脆弱な発展途上国について言えば，経済の低迷は疑いなく食

糧問題をより困難なものとするものであった。

（２）中国の食糧生産と貿易の現状

 中国は伝統的な食糧生産大国として，食糧生産量は世界のトップにある。ただし，中国

の膨大な人口によって，中国の食糧生産は主に国内の食の問題の解決に用いられなければ

ならず，このため，中国は決して食糧貿易大国ではない。 

 図 4  食糧およびエネルギーの実質価格および名目価格の長期的推移 
資料：ＦＡＯ． 
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１）中国の食糧生産の現状

（ⅰ）総量は大幅増加，段階的派動性が顕著 
 図５に示すとおり，1960 年代から中国の食糧生産量は年をおって増加し，1961 年の 1.29

億トンが 2007 年には 5.27 億トンとなり，増加率は 300％に達した。同時に中国の食糧生産

には明白な波動性が見られる。

 食糧生産量の増加が最も急速に増加したのは 1979～1984 年の時期である。 農家請負責任

制 の推進によって，農業生産者の積極性が大きく鼓舞され，多くの労働力が農業部門へと

向かい，農業生産性が大幅に向上した。食糧生産量は 3.09 億トンから 4.04 億トンへと上昇

し，30.6％の増加となった。

 1984 年以降，環境問題が見られるようになり，中国の食糧生産の発展は緩やかとなる。

実証分析が示すとおり，土壌腐食，アルカリ化，地力消耗等の環境圧力は，全て食糧生産

量向上の停滞原因となっている。農業の持続的発展の問題が重視されるようになったので

ある。

 1995～1998 年には，食糧生産は再び急速な発展の勢いを示し，1998 年の中国食糧生産量

は 5.38 億トンの史上最高量に達した。この後，食糧播種面積の急激な減少に伴い，食糧生

産量は連年減少する。

 食糧生産量が年をおって低下したことによって，中国政府はこのことを高度に重視する

ようになり，一連の農業支持政策を打ち出した。これらの措置には最低買付価格による市

場での食糧買付け，税徴収の減免，直接補助制度の創設，投入の増加を含むが，これらは

農民の食糧作付けの積極性を引き出し，食糧生産は回復に向けて増加するようになった。

2007 年の食糧生産量は 5.15 億トンとなり，その中で穀物生産量は 4.57 億トンで基本的に

98 年水準にまで達した。
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図5　1961-2007年中国食糧生産量の推移
 資料：ＦＡＯデータ庫http://faostat.fao.org．
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（ⅱ）食糧生産構造の基本的安定，大豆の大きな減産 
 中国の主要食糧作物には，コメ，トウモロコシ，小麦および大豆が含まれる。2007 年の

これら 4 作物の生産量および播種面積はそれぞれ食糧全体の 91.78％および 86.02％を占め

た。その中でコメは中国最重要の食糧作物で，その比率は 90 年代中ごろから基本的に安定

している。2007 年のコメの播種面積は 2,891 万 9 千 ha，生産量は 1 億 8,603 万トンに達し，

それぞれ食糧全体の 27.38％および 37.09％を占めている。小麦はコメに次ぐ食糧作物であ

り，近年，食糧生産中に占める比率は上昇している。2007 年の小麦播種面積は 2,372 万 1

千 ha，生産量は 1 億 930 万トンで，食糧全体に占める比率はそれぞれ 27.9％および 30.36％

である。この生産構造は，中国の南方はコメを主食とし，北方では麺食を主食とする飲食

構造と一致している。トウモロコシの比率は基本的に安定している。中国の第 4 の食糧作

物である大豆は，食糧生産において占める比率が 2005 年以降下がり続けており，大豆の播

種面積の占める比率は 8.29％にまで下がり，生産量の占める比率はわずか 2.54％となった。

生産量の占める比率の下降スピードは，播種面積のそれよりも速くなっている。

 2007 年のデータが示すように，4 大食糧作物の中では，小麦とトウモロコシは播種面積

と生産量をともに増加させている。コメは，播種面積が減少している中で，単位収量の増

加によって生産量は前年比 431.6 万トンの増産となり，伸び率は 2.4％である。大豆は播種

面積および生産量がともに減少するという状況となっている。2007 年の大豆播種面積は

875.4 万 ha，前年比 55.0 万 ha の減少で減少率は 5.9％となった。生産量は 1,272.5 万トン，

前年比235.7万トンの減少で減少率は15.6％である。1ha当り収量は1,453.7kg，前年比167.2kg

の低下，減少率は 10.3％となっている。このデータは，中国の大豆生産量の減少の主要な
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原因が単位収量の大きな減少であることを示している。

 

                
1978 28.54 24.2 16.55 5.92 24.78 44.93 17.67 18.36
1980 28.90 24.6 17.13 6.16 23.20 43.64 17.22 19.53
1985 30.38 26.84 16.26 7.09 19.43 44.46 22.63 16.84
1990 29.14 27.1 18.86 6.66 18.23 42.43 22.01 21.70
1995 27.93 26.22 20.69 7.38 17.77 39.70 21.90 24.00
2000 27.62 24.57 21.26 8.58 17.96 40.66 21.56 22.93
2005 27.66 21.86 25.28 9.20 16.00 37.31 20.13 28.79
2006 27.57 22.5 27.12 8.86 13.95 36.49 21.78 30.44
2007 27.38 22.45 27.90 8.29 13.98 37.09 21.79 30.36

                  

 1 1978 2007               

 
           %           % 

 

（ⅲ）食糧の品質構造の絶えざる高度化，単位収量の著しい上昇 
 近年，国家は大いに科学技術による農業振興を提唱し，農業の技術普及を強化し，優良

食糧工程，種子工程，植物防疫工程，土壌肥沃化工程等のプロジェクト実施を充実させて

いる。また食糧作物の高生産推進活動を広範に実施し，新品種および新技術の普及応用を

加速させ，食糧生産量増産の潜在力を科学技術によって掘り起こそうとしている。

 食糧の単位収量水準は著しく上昇した（図 6 を見よ。）。2007 年の全国の食糧の単位収量

は 4748.3kg/ha に達し，過去最高水準となった。トウモロコシと大豆が厳しい干害によって

比較的大きな減産があったほかは，各コメ品種および小麦の単位収量はいずれも前年より

上昇し，その中で，コメの単位収量は 6433kg/ha で，前年より 2 ポイントの上昇となってい

る。

 食糧の品質構造は絶えず高度化している（表 2 を見よ。）。2007 年の 4 大食糧作物品種の

総合的優良比率は 61.3％に達し，前年より 4.3％の増加となった。そのうち，優良コメの面

積は 2,090.8 万 ha で優良比率は 72.3％，前年より 3.2％上昇した。優良専用小麦は 1,466.0

万 ha，優良比率は 47.1％，6.4％の上昇，優良専用トウモロコシは 1,377.3 万 ha，優良比率

47.1％，5.1％の上昇，高油分高タンパク大豆は 615.4 万 ha，優良比率 70.3％，4.6％の上昇

である。

 国家の農業投入が絶えず増加するにしたがって，中国の食糧生産条件は徐々に改善し，

有効灌漑面積，耕起播種収穫の総合機械化水準，科学技術進歩貢献率および優良品種カバ

ー率はめざましく上昇した。
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資料：2008中国食糧発展報告．

図6  1978—2007中国主要食糧作物の単収の推移
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　　　　　　　表2 2007年各主要食糧作物
 位：万ｈａ，%

品目
優良品種播種
面積

全播種面積
に占める比
率

前年比増加
率

コメ 2,090.8 72.3 3.2
小麦 1,466.0 61.6 6.4
トウモロコシ 1,377.3 47.1 5.1
大豆 615.4 70.3 4.6
資料：2008中国食糧発展報告．  

 
（ⅳ）耕地面積の連年の減少，環境制約の加重 

 中国の早期の食糧生産量の上昇は，耕地面積の拡大に大きく依存して実現したものであ

る。90 年代の中後期には，開墾できるような処女地が基本的に枯渇し，さらに耕地の林地

への還元政策および非農業の土地占有という要因によって，耕地面積はマイナス成長の段

階に入り，面積拡大による増産という方法が時代に適さなくなって耕地問題が突出してき

た。

 図 7 に見られるように，最近の 10 年余りで中国の耕地面積は年平均 75 万 ha のスピード

で逓減していった。耕地を保護するために， 11 期 5 カ年計画 では明確に 5 年後の耕地保

有量は 18 億ムーを維持するとの拘束的指標を定めたことによって，耕地面積の減少は緩や
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かなものとなっている。2008 年の中国の耕地面積は 18.2574 億ムーであり，基本的に 2007

年水準を維持しているが，18 億ムーの耕地警戒線には十分に近づいている。 

　　　資料：耕地は国土 源部各年国土 源公報；食糧播種面積は各年《中国農村統計年鑑》．

図7   1990—2008年中国耕地面積および食糧播種面積の推移
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 耕地面積の連年の減少と同時に，実際の食糧播種面積の下降はもっと深刻なものとなっ

ている。データが示すとおり，1999－2003 年の食糧播種面積は 6 年連続で大きく減少し，

1998 年末の 1 億 1378.74 万 ha が 2003 年には 9,941.04 万 ha となり，播種耕地は 1,437.7 万

ha の純減となった。食糧播種面積の急速な減少は直接的に食糧生産量の減少をもたらし，

2003 年には食糧生産量が 4.46 億トンにまで下降してこの間に 7,825 万トンの減産となった。

これらは主にコメ，小麦およびトウモロコシの穀物の減産である。国家マクロ政策の調整

によって，2007 年には食糧播種面積は 1 億 573 万 ha に達し，食糧生産は基本的に回復した。

 現在，中国の 1 人当たり占有水資源量は約 2,200 立方メートルで，世界平均水準の 28％

に達しない。毎年の農業生産の水不足量は 200 億立方メートル以上であり，かつ水資源の

分布は極めて不均衡で水土資源はうまくマッチしていない。中国の食糧主産地としての北

方地区は水資源の不足がとりわけきわだっている。このほか，土壌肥沃度の下降，工業汚

染，自然災害等の環境問題の中国食糧生産に対する拘束は日に日に顕著になっている。 

（ⅴ）食糧生産の中心が北に移行，需給不均衡が激化 
 食糧生産の重心は北に移行している。2007 年では 13 の食糧主産地の生産量が全国総生産

量に占める比率は 75％であった。そのうち，河北，内蒙古，遼寧，吉林，黒竜江，山東，

河南の７つの北方産地の食糧生産量が全国で占める比率は，1991 年の 36.2％から 2007 年の

43.5％に上昇した。 
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 南方の食糧生産量は下降している。江蘇，安徽，江西，湖北，湖南，四川の 6 つの南方

産地の食糧生産量が全国に占める比率は 1991 年の 36％から 2007 年の 31.6％に低下した。

 主要消費地の食糧の生産消費のギャップは年をおって拡大している。北京，天津，上海，

浙江，福建，広東および海南の７つの主要消費地の食糧生産量が全国に占める比率は 1991

年の 12.2％が 2007 年の 6.3％に下降している。生産と需要のギャップは 2003 年の 485 億 kg

が 2007 年の約 550 億 kg まで拡大した。このほか，西部の一部地域では生態環境が劣り，

土地がやせ，食糧生産水準が低く，供給と需給のギャップが存在している。

 

２）中国の食糧貿易の現状 

 中国の食糧貿易はずっと国内の食糧需給の均衡と食糧価格の安定を図る手段であった。

すなわち，国内の食糧供給が需要よりも大きいときは食糧を輸出し，供給が需要に満たな

いときは食糧を輸入した。1996 年発布の「中国食糧問題」白書は，中国の食糧需給問題の

解決の基本方針は国内資源に立脚して基本的に自給を実現することであり，正常な状況下

では食糧自給率が 95％より低くなることはなく，純輸入量が国内消費量の 5％を超えるこ

とはないと明確に指摘している。

 2001 年の中国の WTO 加盟後，中国の食糧貿易は新しい国際環境に直面することとなり，

食糧貿易の依存度が増加し，食糧貿易の比較優位（国際競争力の増加）の下に徐々に主体

性を発揮するようになっている。 

（ⅰ）輸入貿易が主，波動性が顕著 
 食糧貿易の総量から見れば，中国は食糧の純輸入国である。1983－2006 年の 24 年間にお

いてずっと食糧純輸入国であり，歴年の食糧純輸入総量は 3.5 億トンに達する。時間の流れ

で見れば，中国の食糧貿易量は増加を続けており，国際食糧市場への依存度も上昇してい

る（図 8 を見よ。）。輸出入の波動が明らかで，そのうち食糧輸入の波動は上昇を示し，輸

出は波動する中でも安定を保っている。中国の食糧輸出入貿易に明らかな波動性が存在す

るのは，主に中国政府の食糧貿易に対するマクロ調整によるものである。 

（ⅱ）構造は長期に不均衡，高い輸入依存度 
 1980 年から 2007 年までに中国の食糧輸入構成，構造に大きな変化が生じ，不均衡性が長

期に存在している。

 1995 年以前，中国は主に国際市場からは小麦を輸入した。小麦輸入の食糧輸入に占める

割合は 80％以上であった。1996 年以後，中国の小麦輸入は急激に減少し，2007 年の小麦輸

入はわずかに食糧輸入の 0.6％を占めるにすぎない。コメとトウモロコシの輸入比率も年を

おって減少している。90 年代以降，大豆の輸入量は急激な上昇の一路をたどった。目下，

大豆はすでに中国の最も主要な輸入食糧品目となっている（図 9 を見よ。）。2007 年，中国

の大豆輸入は 3,082 万トン，食糧輸入の 93％以上を占め，その他の農産品の輸入量はわず

かなものである。
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資料: 2008中国食糧発展報告．

図8  1980～2007年中国食糧貿易量の推移
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 大豆はかつて中国で大変重要な外貨獲得輸出産物であったが現在では輸入に大きく依存

しており，中国が直面する最も深刻な食糧安全問題となっている。大豆輸入数量の激増の

原因は簡単である。国内大豆の生産が低迷し，国内の大豆および大豆製品（主として豆か

す製品）の消費需要の急速な増大を満足させることができず，巨大な供給不足を大量の輸

入だけに頼って緩和しようとしたからである。

 中国の大豆生産量が長期に低迷し，増加が緩慢な原因は次のようなところにある。すな

わち，大豆は食糧類の産物とされているにもかかわらず，それが重視される程度は小麦，

コメ，トウモロコシの大宗食糧作物よりも明らかに低かった。このため，その生産の発展

は他の高生産食糧作物の影響を大きく受けた。近年，大豆の中国食糧生産における地位は

低下しており，大豆に対する研究投入は甚だしく不足し，大豆技術の普及は不十分で，大

豆の単位収量の伸びは非常に緩慢なものとなっている。中国では，トウモロコシが大豆と

作付地を争う主たる競争作物であるが，国内の現行の大豆価格体制は大豆生産の発展には

不利である。豆作付の効益は明らかにトウモロコシ作付の効益よりも低い。大豆は往々に

して 作付地の争い においてトウモロコシに負けるのである。単位収量と作付規模が限られ

ているために，中国大豆の国内価格は，通常，国際市場価格より 20％以上高く，このこと

が国産大豆をまったく輸入大豆と競争できなくしている。このほか，後れた販売システム，

関税割当の制限を受けない輸入は，しばしば国産大豆の市場を萎縮させており，農民の積

極性も減少している。 
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資料：2008中国食糧発展報告．

図9  1980年ー2007年中国食糧輸入構造の変化
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（ⅲ）各品目の輸出均衡，構造の変化は頻繁 
 図 10 からわかるように，1980 年－2007 年の中国の輸出構造は輸入構造と比較して合理

的であり，各食糧における輸出比率は比較的均衡していた。ただし，各時期の構造変動は

頻繁である。90 年代以前において，コメは中国の最も主要な食糧輸出産物であり，輸出総

量の 70％以上を占めていた。90 年代に入ると，コメの主産地である南方各省の都市化比率

が高くなり，これに対応して耕地面積が大幅に減少し，コメ生産量，輸出量および比率は

低下した。04 年以降，中央および地方政府の農業優遇政策の刺激を受けて，農民の食糧作

付の積極性が高くなり，コメ生産量が増加し，輸出量も回復した。2007 年の中国のコメ輸

出は 134 万トンで，前年比 7.2％の増加である。

 輸出構造の調整は次のようなところにも表れている。すなわち，中国はかつて世界最大

の大豆生産国かつ最大の大豆純輸出国であり，1987 年の大豆輸出量は史上最高の 171 万ト

ンに達した。この後，国内大豆の需要が増え続けたが大豆の生産量は低迷したため，供給

不足が巨大なものとなり，輸入量が大きく増加する一方で輸出規模は縮小していき，1996

年から中国は大豆の純輸入国となった。2007 年の大豆の輸出量はわずかに 46 万トンで，食

糧輸出総量の 4.4％を占めるだけである。

 21 世紀に入って，トウモロコシは中国の最大の食糧輸出産物となった。高生産品種の普

及で単位収量が大幅に向上し，トウモロコシの価格は高止まりを続けてさらに生産を刺激
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し，各方面での要因によってトウモロコシ生産量は過去最高を連年更新した。2007 年の全

国トウモロコシ播種面積は 2,947.8 万 ha，前年比 101.5 万 ha の増加で，伸び率は 3.6％とな

った。全国のトウモロコシ生産量は 1 億 5,230 万トンに達し，前年比 69.7 万トンの増加，

伸び率は 0.46％であった。これと同時に，生物エネルギーの振興および飼料需要の増加に

よって，国際市場でのトウモロコシ需要は大幅に増加した。2007 年のトウモロコシ輸出は

492 万トン，2006 年より 182 万トン増加し，58.7％の伸び率となった。

 中国では，以前から小麦は輸出産物ではないが、2000 年以後，小麦生産量の大幅増加に

伴って小麦の輸出量および輸出比率は上昇した。2007 年，小麦の輸出量は 307.3 万トン，

2006 年に比べて 196 万トンの増加で，伸び率は 63.7％である。 

資料：2008中国食糧発展報告．

図10  1980年ー2007年中国食糧輸出構造の変化
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（ⅳ）小括 

 上記分析をまとめると，中国は長らく食糧純輸入国の地位にあるが，貿易量が総需要量

に占める比率は小さく，食糧安全は安定的に高い水準にある。容易にわかることは，中国

の高いクラスでの安全は高い自給率および高い貯蔵率に大きく依存して実現されていると

いうことである。高過ぎる自給率と貯蔵率は，必ず資源配分の効率低下を招き，生態環境

を破壊し，比較優位と大多数の農民の利益を犠牲にするものであり，同時に，中国の世界

食糧貿易における発言権を喪失させることとなる。人口大国として，中国は食糧供給を過

度に国際市場に依存すると必ず“大国効果”が現れ，比較的大きな損失を受ける。現在，
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中国の食糧産物の“大国効果”の脅威は比較的小さいが，大豆等の油糧作物では“大国効

果”が現れ始めており，国家の安全保障と貿易利益実現の観点から，適当な措置の採用が

検討されるべきである。

２．食糧安全状況の予測

 食糧は人類の生存繁栄，国家の安危，社会の発展に関係する最も基本的な生活必需品で

あり，一般商品とは異なる戦略的地位を備えている。このため，世界各国は大量の資源を

食糧生産に投入し，食糧安全を農業生産発展の中心的な政策目標の一つとしている。食糧

安全の概念は貧困，飢餓，栄養不良の消滅からはじまって，徐々に需要供給両方面から食

糧安全を要求するようなものに発展した。すなわち人民が彼らの必要とする基本食品を買

うことができ，かつ買うお金があるということである。このため，本研究報告での“食糧

安全”の概念は，一国が住民および貧困人民の日に日に増加する食糧需要を満足させ，食

物生産，流通および国内取引で出現しうるいかなる不測事態にも対応できる能力を備えて

いることをいう。

（１）世界の食糧安全の形勢予測

 世界の食糧生産量の増加は，消費者需要の増加を満足させることは難しい。予測によれ

ば，将来 10 年の世界の穀物消費の需要増加は 2,200 億 kg，年増加率 1.1％である。同期の

生産量の増加はわずかに 1,000 億 kg で年増加率は 0.5％しかない。目下のところ，世界の穀

物在庫消費比率は過去 30 年の最低点に近づいており（図 11 を見よ。），生産不足時に十分な

量の供給を確保する上で高い不確定性が存在することを示している。2007-2008 年には世界

の食糧需給は緊迫し，国際市場での食糧価格が大幅に上昇して，小麦，トウモロコシ，コ

メおよび大豆の主要食糧価格は相次いで史上最高を更新した。世界経済危機は農作物の生

産と消費需要をともに減少させ，食糧価格はこのことによって下落をはじめた。このこと

は，世界の食糧安全の形勢が好転したことを意味している。ただし，経済が向こう 2 年か

ら 3 年内に回復すれば，この減少傾向は徐々に緩慢なものとなろう。生物燃料の市場がゆ

っくりと回復し，いくつかの国家では食糧需要の増加がはじまるためである。

 今後，世界人口の増加，耕地および水資源の制約，気象異常等の要因の影響で，世界の

食糧需給は長期的に緊張したものとなっていこう。特にエネルギー不足，石油の高価格を

背景として，世界では食糧から得た生物エネルギーを利用しようとする動きが加速され，

エネルギーと食品が食糧を取り合うという矛盾が日増しに大きくなり，世界的な食糧需給

の緊迫感はさらに激化しよう。FAO の推計では，将来の 10 年間で，牛肉および豚肉を除く

ほか，農産物価格は 1997－2006 年の平均価格水準よりも高くなり，その中で穀物価格は 10

－20％を超え，植物油価格は 30％を超える。このほか，もし原油またはエネルギー価格が
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波動を起こし，あるいは気候の極端な変化があれば，食糧価格が高騰する状況が再現する

だろう。

 2009 年の世界の穀物生産量の予測は昨年よりも減少するが，世界での食糧需要は長期的

に増加を続け，いくつかの国家では需要を満足させることができない。食糧安全の形勢は

少なからぬ挑戦に直面しているのであり，世界各国が共同して対応することが必要である。

こうしたことを背景に，中国が国際市場を利用して国内の個別の食糧・油の供給不足を補

うことは難しくなっているのである。 

図11 世界在庫・消費量比率
資料：ＦＡＯ．
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（２）中国の食糧安全の形勢予測

 

１）総量でのバランスは基本的に実現可能 

 中国の将来の食糧需給に関係する要因には，人口，耕地面積，水資源，食糧作物播種面

積および単位収量が含まれる。

 

 人口の増加速度は緩慢

 中国は世界第一の人口大国で，2007 年末の全国人口は 13 億 2,129 万人（香港，マカオ，

台湾を含まない。），現在の世界人口 66 億人の約 1/5 を占める。人口問題はずっと中国の社

会および経済発展を制約してきた重要な要因であり，主要な問題である。人口をコントロ

ールするために中国は 1970 年代から計画出産を推進し，40 年近い努力を経て，人口の過度

の増加は有効にコントロールされている。人口出生率，自然増加率はそれぞれ 1970 年の
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33.43 および 25.83 が 2007 年には 12.10 および 5.17 まで下がり（図 12 を見よ。），合

計出生率が人口維持水準以下となって，世界の低出産国の列に入っている。

 予測によれば， 11 期 5 カ年計画 期間に中国人口の年平均自然増加率は 4.97 に下降し，

2010 年の中国人口の自然増加率は約 4.6 となって，概ね 2025 年には現在の先進国の人口

の自然増加率である 2.5 水準となる見込みである。

 2007 年末の中国の人口数推算によれば，2010 年末でも 13 億 4,050 万人を超えず， 11 期

5 カ年計画 での中国人口の自然増加率を 8 以内に抑え，総人口を 13.6 億人以内にすると

いう拘束的指標は完全に実現可能である。2020 年の中国人口は約 14 億人に達し，2030 年

の中国人口は約 14.28 億人，2040 年には 14.54 億人，2050 年に 14.73 億人で最も多くなるが，

中国総人口のピーク値が 14.8 億人を超えることはない。

  

図12　中国人口発展状況の推移
　　資料：2007年は国家統計局2007年統計広報、その他は「中国統計年鑑」．
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 耕地保護の情勢は深刻

 中国の現在の１人当たり食糧消費量は 395kg で，需要総量は 5,725 億 kg である。「全国

1,000 億斤（5,000 万トン）食糧増産能力計画（2009－2020 年）」によれば，2020 年に中国

は 18 億ムー（1 億 2 千万 ha）の耕地保有量を維持しなければならない。基本農地面積（食

糧生産の基本農地として指定された面積）は 15.6 億ムー，食糧播種面積は 15.8 億ムー以上

で安定させ，食糧の単位収量水準は 350kg，総生産量は 1 兆 1,000 億斤以上とする。現段階

と比較して 1,000 億斤を増加させ，食糧生産能力は 5,500 億 kg とすることによって食糧生

産量の増加が食糧需給の均衡をようやく保持できる。

 この食糧増産目標数量は現在の中国の生産能力に基づいて提出されたものであり，同時
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に中国の国情および長期的な食糧安全戦略に基づき考えられたものである。この目標の実

現に向けての最大の困難は，食糧播種面積がたえず減少していることである。中国の耕地

面積は近年長らく 18 億ムーの拘束性指標の近くにとどまっているが，国内の一部の学者の

予測では 9 期 5 カ年計画 期間から 2010 年までに中国の耕地は約 400 万 ha 減少し，2030 年

までに 600 万 ha の減少となる。これと同時に食糧播種面積は連年縮減し，歴年データの推

算では年平均の減少率は 0.31％になる。すなわち，もし中国の食糧播種面積が現在の勢い

で下降するならば，2030 年の食糧播種面積は現在よりも 22％減少し，2050 年の食糧播種面

積は現在よりも 34％の減少となる。このため，食糧播種面積がたえず減少していることは，

中国の食糧生産を制約する最重要の要因となろう。このほかに水資源のボトルネック，水

土流失，砂漠化，アルカリ化等の要因はいずれも食糧生産量の拡大には脅威となる。

 水資源供給の矛盾は緩和

 北方地区の水資源不足問題に対して，中国は南水北調事業を実施して水資源の合理的配

置を実現することとしている。南水北調事業の全体的な配置は，それぞれ，長江の上，中，

下流域の水を引き西北，華北各地の発展需要に対応するものであり，南水北調西線工程，

南水北調中線工程および南水北調東線工程がある。そのうち，東線，中線一期工事はそれ

ぞれ 2002 年 12 月 27 日および 2003 年 12 月 30 日に正式に着工された。水資源東線一期工

事の建設目標は 2013 年の通水である。中線一期工事の建設目標では 2013 年に主要工事が

完成し，2014 年に増水後通水とされている。そのときには，東線工程では江蘇，安徽，山

東，河北，天津の 5 省市に 143.3 億立方メートルの水を新たに供給することができる。その

うち農業用水は 76.76 億立方メートルで山東西部および江蘇北部の 2 つの商品食糧基地の発

展は強固なものとなる。中線工程は北京，天津，河北地区の水資源危機を緩和するもので

あり，北京，天津および河南，河北の沿線都市の生活，工業用水として 64 億立方メートル，

農業用水として 30 億立方メートルを新たに供給することができる。この二つの工程の完成，

通水は中国の北方地域の生産環境を大いに改善し，食糧生産を推進するものである。計画

のうちの西線工程三条河は 200 億立方メートルの調達ができ，青海，甘粛，寧夏，内蒙古，

陝西，山西の 6 省での灌漑面積は 3,000 万ムーとなり，西北内陸地区での農業発展および西

北黄土高原での生態環境の改善を推進するものである。南水北調工事が完成すれば，中国

の北方食糧生産地域の用水の矛盾は緩和される。ただし，水資源の食糧生産への制約は長

期に存在し，水資源の保護および合理的な利用が徹底されねばならない。

 単位収量の上昇余地は大

 国家の農業科学技術への投入増加に伴い，中国の食糧作物の単位収量は急速に増加した。

2004 年以来，食糧の単位収量は連続 5 年で史上最高水準を突破している。そのうち小麦の

1 ムー当り生産量は 5 年で 54kg 上昇し，伸び率が大きい。ただし，留意すべきは，中国の

食糧単位収量の全体的な水準は依然として低く，国際的な先進水準とはかなり大きな差が
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あることである。品目で見れば，コメの単位収量は国際的先進水準の 85％であるが，小麦

および大豆はともに国際水準の 55％にすぎず，トウモロコシおよび馬鈴薯は 50％より低い。

大きな差の意味するところは中国の食糧単位収量はまだ大きな上昇余地があるということ

である。

 予測では，1995－1999 年の 5 年間の平均単位収量伸び率を基準にすれば，2030 年にはコ

メは 20％の増産，小麦は 40％の増産，トウモロコシは 45％の増産，大豆は 35％の増産，

馬鈴薯およびその他の食糧作物は平均して 30％の増産となる。

 小括

 上記の三大要因による予測結果の示すとおり，もし計画出産，耕地保護，南水北調，食

糧最低買付価格市場買付，減免税，直接補助制度実施，農業科学技術投入強化等の現在の

食糧生産支持政策を堅持すれば，中国は，中長期の間において食糧総量の均衡を基本的に

実現することが可能である。

 
２）構造矛盾の突出 

 総量での均衡が実現される中で，構造矛盾はもう一つの突出した食糧安全問題である。

これには消費構造，品目構造および生産消費構造がある。

 食糧消費構造の高度化

 経済の発展に伴い，人民の生活水準は向上し，中国の食糧消費構造は高度化する。個人

消費（個人の直接の食用消費）に必要な食糧は減少する。2010 年の中国の個人消費総量は

2,585 億 kg，食糧消費需要総量の 49％を占めるが，2020 年の個人消費総量は 2,475 億 kg ま

で下がり，食糧消費需要総量の 43％を占めるにすぎなくなる。飼料用の食糧需要は増加す

る。2010 年の飼料用食糧需要総量は 1,870 億 kg，食糧消費需要総量の 36％を占めるが，2020

年には 2,355 億 kg まで上昇し，食糧需要総量の 41％を占めるようになる。工業用食糧需要

は横ばいである。

 品目の構造的矛盾の激化

 小麦の総量での需給均衡は基本的に維持されるが，優良品種率はさらに上昇しよう。コ

メは個人消費食糧の約 60％を占め，かつその比率は徐々に上昇している。ただし，南方地

域での水田は減少が続き，コメの作付面積が大幅に下降し，生産の回復，安定は難しく，

コメの総量での需給は長期的に逼迫したものとなろう。トウモロコシの需給は逼迫しつつ

ある。大豆の生産は低迷しており，輸入依存度が年々高くなっている。北方での大豆生産，

南方でのアブラナ生産は比較収益性が低く，生産は縮減している。食糧品目間（たとえば

東北の大豆，トウモロコシ，コメ）の土地競合または食糧作物と油糧，綿花，タバコ等の

経済作物との間の土地競合の矛盾は長期に存在する。 
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 需要供給の地域的矛盾の突出

 中国の食糧主産地は徐々に北に移行し，全国の社会的商品食糧の全体規模は小さく，か

つ徐々に少数の地区に集中する傾向がある。伝統的主産地の食糧需給の状況には重要な変

化が起こっている。主要消費地域における食糧生産消費の不足は拡大し，均衡がとれてい

た地域の多くで食糧が足らなくなり，全国の食糧の地域的，構造的矛盾は日増しに大きく

なっている。 南糧北調 の構造が逆転して 北糧南運 ， 中糧西運 の状況が日に日に顕著に

なっている。北方の工業化，都市化の進展が加速されるに伴い，需給構造はまた新しい変

化に直面しよう。

 中長期的に見て，中国の食糧の地域矛盾または品目矛盾の直接的な結果は地域を越えた

食糧調達量の増加ということである。現在，中国の統一的な食糧市場はまだ完全には確立

されておらず，地域間での食糧生産販売の取引層は薄く，生産販売の利益関係は不合理で，

各産地間，消費地間および生産消費地間には地域分割的な問題が存在している。これらの

問題は市場流通圧力および市場波動リスクを増大させ，中国食糧安全に対する脅威をなし

ている。

 小括

 中国の人口大国の地位は，将来数ヵ年にわたる食糧需要の増加を不可避なものとしてい

る。現在の中国の食糧生産能力からすれば，耕地面積の制約は増加人口の消費食糧問題に

影響を与える主たる要因である。経済発展，都市化の進展に伴って個人消費食糧は減少す

るが，同時に肉，卵，牛乳等の消費量は増加する。低級品種食糧の個人消費が減少すると

同時に高品質食糧の需要が増加する。このため，現在心配されるのは個人消費食糧の不足

ではなく，畜産物の生産に用いる飼料および大豆等の油糧作物の不足であり，また高級食

糧産品の不足である。構造的不足は，中国が直面するであろう最も中心的な食糧安全問題

である。世界の食糧需給構成という角度から見れば，中国の毎年の食糧生産量および消費

量は世界の食糧生産糧および消費量の約 4 分の 1 を占めており，大量の食糧輸入は国際市

場での食糧価格を大幅に引き上げることとなる。また，現在の国際市場での食糧の需給は

逼迫した状勢にあり，国際市場は中国の巨大な食糧需要を全く満たすことはできない。中

長期的な発展の趨勢から分析すれば，中国の食糧安全の状況は，耕地および淡水資源の制

約の強まり，国際市場での食糧需給の変数増加等の要因の影響を受けるものであり，多く

の厳しい課題に対応しなければならない。

３．食糧安全保障対策

 経済が日々国際化し，貿易が日々自由化される今日において，食糧自給率を過度に強調

することは経済効率性には適合しない。食糧安全保障は，国内自給に立脚しつつ，適度に
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輸入調節を行い，国際国内両市場に通じて，資源を十分に利用しなければならない。

 対内的には適切な食糧マクロコントロールがうまく展開，実施されなければならない。

（１）耕地レッドラインの恒久的厳守

 耕地は食糧生産の根本であり，食糧生産保障の第一の任務は耕地を保護することである。

中国の毎年の食糧消費は 5,100 億 kg 以上あり，18 億ムーの耕地のレッドラインが揺るがな

いように保証しなければならない。そのうち基本農地保有量は 15.6 億ムーを下回ってなら

ず，水田面積は 4.75 億ムー前後を保持しなければならない。耕地保護および用地節約の責

任制を実施し，建設事業での耕地占有の際の 占有すれば補う〔占一補一〕 という法定制度

を厳格に実施し，土地整理，開墾および開発によって耕地補充を強化し，耕地の違法占有

には厳格に責任を問い，耕地保護および合理的利用が確実に実施されるようにしなければ

ならない。このため，土地の変化に対する観測を強化し，耕地の保護および使用に不利な

状況に対しては適時効果的に対処し是正がなされなければならない。

（２）食糧産地環境の確実な保護

 食糧産地環境の悪化は中国の食糧生産の深刻な制約となっている。まず問題になるのは

水資源の制約である。水資源工程の建設を強化し，農業の供水保証率を高め，地下水の開

鑿汲上げは厳格に抑制すべきである。水資源管理を強化し，灌漑地区の水管理体制の改革

を速め，農業用水について総量コントロールおよび定量管理を実施し，水資源利用の効率

および効果を高める。生産の源での汚染を厳格に抑制し，農家を指導して化学肥料，農薬

および農業用ビニールを科学的に使用するようにさせ，有機肥料，生物肥料，生物農薬，

溶解農業用ビニールを大いに普及して，耕地および水資源への汚染を減少させ，耕地の質

および水環境の悪化の趨勢を転換し，食糧生産環境を保護，改善するものとする。

（３）農業基礎建設の改善

 食糧生産とりわけ農地水利建設への投入を維持し，安定的に増加させることは中国の将

来の食糧安全を保証することとなる。耕地占有をコントロールするのと同時に耕地の回復

を通じて耕地資源を増加させ，総耕地資源の下降速度を緩和させる。耕地建設での質を重

視し，食糧生産総合能力を向上させ保証する。化学肥料，農薬等の利用効率を高め，浪費

と環境汚染を減少させる。水利建設を強化し，農地灌漑面積比率を向上させ，各級政府は

徐々に水利施設への投資を強化し，小型農地水利のプロジェクト補助資金規模を拡大する。

農業気象災害観測予報施設の建設，農作物病虫害予防を行う。農業基礎施設への投入は 21

世紀に中国が食糧作物の単位収量を高めるための基礎であり，中国が食糧安全問題を解決
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するための鍵である。

（４）科学技術による食糧生産量の増加

 高生産優良品種の育成普及は作物の単位収量を高めるための直接的で有効な方法である。

袁隆平のハイブリッド米は世界の食糧生産をすでに 4,000 億 kg 以上増加させており，スー

パーハイブリッド米第二期目標の実現後は毎年 300 億 kg 以上の増産が可能で，7,000 万人

以上を新たに養うことができる。 ハイブリッドトウモロコシの父 李登海が育成した ス-

パートウモロコシ 1 号 は 1 ムー当り 1,402.86kg という世界夏トウモロコシ最高生産記録を

作った（表 3 を見よ。）。

 同時に，優良品種の育成普及は中国の食糧の構造的不足を根本的に解決する唯一の道で

ある。市場需要に対応して，食糧の品質および生産量を総合的に重視し，消費構造が異な

る食糧作物に適応した栽培技術モデルを形成する。

 

  

表3　四大食糧作物優良品種育成状況

品種名 育成者 単収

スーパーハイブ
リッド稲二期

袁隆平 1ムー当たり800ｋｇ以上

スーパートウモ
ロコシ1号

李登海 1ムー当たり1,402.86ｋｇ

スーパー小麦
“蘭考矮早八”

スーパー小麦遺伝育
種国際協力研究試験
ステーション

1ムー当たり683.4ｋｇを達成

スーパー大豆
“春碩一号”

遼寧省新民市大豆農
業科学研究所

1ムー当たり生産量（350－
400ｋｇ）

 
（５）食糧備蓄体系の改善

 中国の食糧生産地域は不均衡という特色があるため中国は食糧備蓄体系の改善を行わな

ければならない。

 食糧備蓄のコントロール体系の改善

 中央の戦略的専門備蓄と回転調節備蓄との結合，中央備蓄と地方備蓄との結合，政府備

蓄と企業の商業的最低在庫との結合による糧油備蓄コントロール体系を建設し，国家のマ

クロコントロール能力を強化し，国家の食糧安全を保障する。

 備蓄分布と品目構造の合理化

 中央備蓄糧油の地区分布を徐々に調整合理化し，主要消費地，西部不足地域および品行
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地域への傾斜を重点とする。備蓄食糧の品目構造を合理化し， 個人消費食糧の安全保証の

優先，同時にその他用途の食糧に配慮 という原則に照らし，小麦およびコメの備蓄比率が

70％を下回らないことを保証し，コメおよび大豆の備蓄比率を適当に高める。糧油の備蓄

を充実させ，大中都市への糧油の供給能力の保障を強化する。

 備蓄食糧管理体制の健全化

 中央備蓄食糧の垂直管理体系の建設を強化する。中央備蓄食糧の出入・回転システムを

健全化する。消費地備蓄食糧の回転と産地食糧の買付とが緊密に対応する作業システムを

建設する。備蓄食糧監督管理制度を改善し，数量の正確性，品質の良好性，備蓄の安全性

を確保する。備蓄食糧倉庫基礎施設建設を強化し，食糧備蓄条件を改善し，食糧貯蔵技術

の応用水準を向上させ，備蓄食糧の安全を確保する。

４．国際協力

 対外的に採用すべき方法には主なものとして 2 つがある。一つは食糧を主体的に自給す

るという前提の下で，国際市場を適当に活用して食糧供給を調節するというものである。

二つは国際間での食糧安全協力に参加し，他国資源を活用して食糧生産を行うというもの

である。

（１）国際市場での需給調整への依拠，食糧安全の主導権の掌握

 中国の食糧安全問題の解決は必ず国内食糧総合生産能力の向上に置かれなければならな

いが，国際市場での過不足と品目の調整を十分に利用することも必要である。中国の食糧

生産の資源条件には限りがあり，食糧生産の比較優位を備えていない。適当に食糧を輸入

することは，中国の生態環境を保護改善し，中国の豊富な労働力の比較優位を十分に発揮

させ，食糧生産の土地資源への圧力を軽減させる上で有利である。各部門間の協調を強化

し， 2 つの市場，2 種の資源 を十分に利用し，国家のマクロコントロールの水準を高め，

輸出入決定システムを改善しなければならない。食糧の国際貿易構造を前向きに調整し，

大国であることによる損害を回避し，トウモロコシ等の飼料用食糧は一層輸入を利用した

解決が可能である。大豆等の世界市場への依存がやや大きな商品は，警戒を高め，事前の

備えをしなければならない。中国の食糧輸入の透明度を適当に高め，食糧輸出国が食糧生

産の潜在資源を動員して食糧供給量を安定させるよう促すものとする。これと同時に，国

内の食糧品質を積極的に改善し，その国際競争力を高める。中国は積極的に国際食糧貿易

規則の制定に参加すべきであり，中国の食糧大国としての交渉能力を全面的に高め，国際

規則を用いて自己を守り，国家の食糧安全に寄与するものとする。
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（２）海外の“借地食糧生産”は中国の食糧安全問題を解決する新しい道

 中国の農業資源は豊富でもあり不足してもいる。労働力，技術等の資源は豊富であるが，

土地，水等の資源は不足している。グローバル化の下で，農業資源の合理的配置を図るこ

とはこの矛盾を解決する有効な方策である。労働力および技術資源の輸出によって水，土

地資源の豊富な国と協力し，最終的にともに満足する状況を形成する。

 このほか，もし 2007－2008 年の世界レベルでの食糧生産不足および各国の食糧輸出制限

の状況が再び発生するならば，海外農業投資は疑いなく海外からの食糧輸入先を安定確保

することのできる方法である。現在，韓国では 10 以上の民間企業および団体がロシア沿海

一帯で数百から数万 ha の農地を擁し，食糧安全問題の緩和を図っている。そして中国もす

でに国際協力の展開を進めており，東南アジア，アフリカ等の地域で農業総合園区の建設

を行っている。中国重慶の農業総合園区プロジェクト（ラオス）を例にとると，ラオスは

もともと農業資源は十分に豊富であるが農業が不発達のため長年輸入に依存してきた。国

際協力プロジェクトを通して食糧生産量を高め，生産されたコメをラオスで販売し，しか

も国内での優良米需要を満足させることができるほか，ベトナム，ミャンマー，タイ等の

国際市場に輸出するようになった。中国農業は現在すでに 対外進出 の技術優位を備えてお

り，国家も将来は二国間協調政策を強化し，企業を鼓舞して 対外進出 戦略を実施させ，国

際食糧の源を直接掌握するようになろう。中国は海外での食糧生産の経験が不足しており，

受入国の政治法律も海外での食糧生産活動に重大な影響を及ぼす。現時点では，ロシアお

よび南アメリカが海外での食糧生産に最も適した国家である（表 4 を見よ。）。アフリカ国

家は土地は肥沃であるが，労働力の技能掌握程度が低く，戦争や法律の変化が生じる可能

性が大きく，相対的に投資リスクが大きく，慎重に実施しなければならない。

 国際貿易での価格リスクおよび食糧供給リスクを下げるため，国際，国内での先物市場

を十分利用して国際貿易を行うだけでなく，中長期的な国際貿易協力の比率を高め，世界

食糧生産・輸出大国との協力を強化し，国際レベルでの生産，需要の対応を実現させなけ

ればならない。
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